
外来診療 H２8.7.１時点。変更する場合もありますので、お問い合わせください。

並木病院は地域の発展を応援しています。
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医 療 法 人 並 木 会

並木病院
■ケアプランセンター平針なみき
　ヘルパーステーション平針なみき
■並木クリニック…………………
■グループホームほっと館なみき
　
介護老人保健施設
■メディコ阿久比…………………
■メディコ春日井…………………
■メディコ守山……………………
■メディコ平針……………………

TEL（052）848-2067　
TEL（052）691-2000
TEL（052）691-2515

TEL（0569）48-1156
TEL（0568）88-6000
TEL（052）736-5585
TEL（052）802-0023

特別養護老人ホームもありますのでご相談ください。

環境に配慮して大豆油インキを使用
しています。

この印刷製品は、環境に配慮した
資材と工場で製造されています。

介護職員初任者研修 受講生募集

研修の日程などの詳細は随時お問い合わせください。
ホームページにも掲載中です。

受講料64,800円　定員　各コース20名

◇ 9月24日（土）開校（週1回土曜日コース）
◇ 1月10日（火）開校（週2回・火金曜日コース）

担当　田渕・永井　TEL 052－848－2000
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職員募集 看護師（常勤、非常勤）、介護職員（常勤、非常勤）、
薬剤師（常勤）　電話のうえ随時面接いたします。

厚生労働省教育訓練給付制度対象講座

※もの忘れ外来は、予約制です。お気軽にお電話ください。

災害対策を平針学区と考える
事務長　服部　剛

近年の地震に対する防災意識は阪神淡路、東日本、熊本などを経て大きく変わって来ました。耐震技術や
様々な研究・マスコミや書籍・行政などなど。そして、医療分野においてもBCP（事業継続計画）という概
念で大規模災害を捉えていくようになりました。

熊本地震でもボランティアの活躍と同時に、被災された方々自身が励まし助け合う姿がよく紹介されていま
したが、病院のBCP（事業継続計画）には、従来の備蓄品の確保にとどまらず「病院だからこそ地域に貢献
できること」「病院だからこそ地域に助けて頂きたいこと」があると思います。その為には、地域を知り知っ
てもらい顔の見える関係を築くことが大切と考えています。

私たち平針学区では【平針学区震災避難行動マップ】というものが作成配布されています。このマップは、
平針学区のみなさんが、地域の危険個所や避難経路、災害備蓄品や設備がどこにどれだけあるかを調べて地図
を作製されたものです。

この様な情報が、分かり易くマップになっています。皆さんのお近くの防災インフラの確認をされては如何
ですか？並木病院の掲示板にも貼ってありますので、是非、ご覧下さい。

①下水道直結式仮設トイレを知ってますか。 ②街頭消火器が多く設置されています。

③農業センターに応急給水施設があります。 ④奴女里川公園は一時集合場所になって
　いて防災倉庫が設置されています。

下水道直結式仮設トイレは、

このマンホールが
目印です

至上社・高針

名古屋第二
環状自動車道

マックス
バリュー

至鳴海・大高

■交通のご案内
●公共交通機関でお越しの場合
　地下鉄鶴舞線、平針駅または赤池駅より徒歩10分

アクセス

24時間保育
施設あり

＊＊＊ 現在募集中の講座案内 ＊＊＊



名古屋市医師会では、将来的な高齢化社会の対応として、
住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最後まで続
けることが出来るよう、在宅医療介護連携の推進に本格的
に取り組んでいます。

医師や看護師がチームとなって、定期的に患者さんのご自宅や施設等を訪問し、診療などを
行うことを在宅医療といいます。これに加えて、ケアマネジャーと連係、情報共有を行うことで、
医療サービスと同時に必要な介護サービス等を提供し、在宅での療養生活が可能となります。

平成28年4月より市内16区全てに医療関係者や介護関係者をはじめとする、多職種の方々・
一般市民の皆様からの相談に、平日の午前9時から午後5時まで対応しております。
また、名古屋市医師会では新規在宅医の参入促進や、在宅医療介護に携わる多職種の方々の
負担軽減、在宅医療介護の安心安全均てん化を目指して、独自に『在宅医療介護支援システ
ム』を構築し、在宅療養者を中心とした、かかりつけ医（開業医）と多職種間との連携サポー
ト、次に、ICTツールを活用した在宅療養者の情報共有、また、通院治療や入院治療から在宅
療養へ移行する際のサポート、最後に、在宅医療・介護連携支援センター閉館時の夜間休日相
談窓口によるサポート、以上の4つの柱を軸として進めております。

名古屋市医師会の在宅医療・
　介護連携推進事業の取り組みについてトピッ

クス
トピッ
クス

在宅療養とは

在宅医療・介護連携支援センターについて

在宅医療・介護連携支援センターは、区役所・保健所・いきいき支援センター等とともに、
多職種との連携を推進し地域の皆様の医療・介護を支えます。

在宅医療・介護連携支援センターQ&A

───どんな内容を相談できますか？

相談内容については、相談者や家族構成によって様々ですが、「在宅療養とは何か」「在宅療
養では、どのようなサービスを受けることができるか」といった内容から、「訪問診療可能な
内科の医療機関を教えてほしい」、「かかりつけ医を訪問診療可能な医療機関に変更したい」、
などといった在宅医療の相談から、「認知症に対応可能な施設を知りたい」など介護に関する
相談事業等幅広い内容に対応しております。

───誰が相談に行ってもいいのですか？

在宅医療・介護連携支援センターへはどなたでもご相談することができます。
現在、在宅医療を希望するご本人や、そのご家族、ケアマネジャー、介護事業者や医療機関の
関係者など、皆様からお問合せをいただいております。
相談料や手数料はかかりませんのでお気軽に先ずはご相談ください。

───どのようなスタッフが対応するのですか？

ケアマネジャー資格を有した看護師又は医療ソーシャルワーカーの専門的知識を有した職員
が在宅医療・介護に関する相談の対応を行なっております。

＜天白区在宅医療・介護連携支援センター概要＞

TEL：052-800-0874 ／ FAX：052-800-0875
受付時間：月曜～金曜（祝日・年末年始を除く）午前９時～午後５時
所在地：天白区荒池2-1101（並木病院１階）

在宅医療に関することは、お気軽に０８７４ください
オ ハ ナ シ

在宅医療・介護連携支援
センターは市内16区全て
に設置しております。
詳しくは、
公式ウェブサイトを
ご確認ください。

http://zaitakukaigo.nagoya/
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